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本日ここに、平成１６年度卒業式並びに修了式を挙行するにあたり、学位

記を授与された１，７３８名の卒業生の皆さん、修了証書を授与された１４

名の修了生の皆さんに、心から祝福を申し上げます。また、本式典にご出席

をいただきましたご父兄、ご関係の皆様に対して、心からお祝い申し上げま

すとともに、日ごろからの本学へのご支援ご援助に対しまして深甚なる謝意

を表するものであります。 

本日のこの晴れの式典には先ほどご紹介させていただきましたように、多

数のご来賓の皆様の臨席を賜りました。お忙しいなか、ご臨席を賜りました

皆様に厚くお礼を申し上げます。 

 厳しかった冬も終わり、このところ当地もようやく春めいてまいりまし

た。柔らかな空気がこの式典会場を暖かく包み込んでくれているように思わ

れ、私どもの喜びもまたひとしおであります。卒業・修了される皆さんがこ

の４年間あるいは６年間、さまざまな困難や試練を乗り越えて、きょうこの

日を迎えるに至った努力に対し、心から敬意を表し、その努力をたたえるも

のであります。ここまでに至った過程には、苦楽をともにした友人、先輩や

後輩、指導教員や職員の暖かい支えがあったことを忘れてはなりません。大

学で自らが得た知識や技能のみならず、このような人間関係や人々との交流

の経験は、皆さんのこれからの人生の糧となるものであります。 

 皆さんの多くは卒業後、社会に巣立って行く訳ですが、いま、わが国は、

社会的にも、経済的にも、これまで経験したことがなかったような困難な状

況におかれております。これを予想外の大変な混乱と感じている人々も多い

のではないでしょうか。しかし、私たちは日々起こっている事象を表面的に

だけ捉えて一喜一憂するのではなく、個々の現象の本質を知的に把握し、今

という時代がどういう大きな変化の過程にあるか、歴史的にしっかりと理解

する視点が必要でありましょう。 

 現代は世界にとっても、また、わが国にとっても、五十年とか百年に一度



 

の経済産業構造の歴史的な転換期であるといわれており、それに伴って社会

システムが変わらなければならない状況の中にあります。 

 ２０世紀末、わが国は優れた技術力と労働力をもって「ものづくり」にお

いて世界を制し、乏しい材料資源やエネルギー資源というハンディを克服す

るとともに、世界のモデルとまでいわれた人づくりと社会システムを築きあ

げました。 

 しかしどうでしょう、この黄金期は２０年と続きませんでした。この教訓

には重いものがあります。技術革新もいずれは頭打ちになるものであり、技

術そのものはすぐに普遍化し、たちまちのうちに世界中に広まってしまい、

いまや、わが国の多くの「ものづくり産業」は競争力を失い、国内企業は国

外、主として中国やアジア各地に流出し、極端な首都圏への一極集中とあい

まって地方都市は空洞化現象を引き起こすことになりました。さらに、安価

で質の良いものを大量に生産することを追求した結果、確かに暮らしは、一

見、楽になり、豊かにはなりましたが、他方では大量消費・大量廃棄という

負のサイクルをもたらし、地球環境の著しい劣化を招いてしまいました。 

 このような状況の中で、これまでのわが国の科学技術政策や産業システム

・社会システムにも反省がなされ、「環境に配慮した持続可能な発展」と

「科学技術創造立国」を２１世紀の最大の課題とすることが、強く要請され

ることになったわけであります。いま、産業界は新しい独創的技術、そして

それを軸に新しい産業を起こすこと、すなわち、ベンチャー的な企業を切望

しております。このような産業構造の転換期には、既存の大企業やシステム

に安住することを追い求めるだけでなく、自分の能力を発揮する場を自らが

作り出すような気概に満ちた挑戦を是非皆さんにしていただきたい。若い人

にとってはこういう時代は飛躍のチャンスでもあります。その気になれば、

自分が本当に自分らしく生きる途を見つけることができる時代です。 

 人はいつでも目標をもって生きることが必要だと思います。それは個人的

な範囲のことから、社会やもっと広く人類共通の課題に至るまで、いろいろ

な段階の目標があります。目標が高ければ高いほど、その範囲が広ければ広

いほど、その人の志の高さ、人間の大きさが感じられるものです。そして、

志の高さを決めるのは、その人の教養の深さであります。 



 

これからは、皆さん自分自身が目標をたて、その目標に向かってじっくり

力をつけ、自分の可能性に挑戦する人生を作りあげる時代です。そのために

人生常に学ぶことを継続し、教養を高め知識を深めるという努力を継続する

ことが必要です。何かを獲得し、そして、己を知るためには我慢も必要で

す。「石の上にも三年」ということわざがあります。「気に入らないから、

自分にあっていないから」という理由だけで、与えられた場をすぐに放棄し

たり、仕事を辞めてしまえば、いつまでたっても大切な何かを得ることはで

きません。我慢をして努力をしたその先に、もう駄目だとあきらめずに努力

を持続したその先にこそ、満足のゆく人生の成果が待ち受けているのではな

いでしょうか。 

昨年、２００４年は大変な自然災害に見舞われた年でありました。思えば

皆さんが入学した一年目の春には芸予地震があり、松山はじめ愛媛県一円に

は大きな被害がありました。愛媛大学も相当のダメージを受けました。ま

た、昨年の台風による豪雨災害は、本件ではこれまで比較的台風被害の少な

かった東予地域が大きな被害を受けたことは、よくご存じでしょう。新潟中

越地震、年末のスマトラ沖地震とそれに伴う甚大な津波被害は、私たちに大

きな衝撃を与え、生々しい記憶として残っております。さらに、つい先日、

思わぬところに福岡西方沖地震が発生しました。自然災害の多い年でありま

したが、私たちにとっては台風災害は衝撃的でした。 

昨年はたまたま台風の当たり年であったのか、それとも地球のグローバル

な温暖化による異常気象のあらわれなのか、まだ即断はできないかもしれま

せんが、日本だけでなく、中米ではかつてない規模のハリケーンに度々襲わ

れていることや、様々な異常気象現象が世界的規模で起こっていることは周

知のことであります。例年にない強大な台風やハリケーンが発生した直接の

原因は、赤道付近の海水温度が異常に高いことによると、指摘されていま

す。 

長期的な眼で見ると、大陸氷河が年々後退していること、海水面が少しず

つ上昇していること、極地域の氷塊が減少し続けていることなど、地球温暖

化を裏付ける証拠が数多く挙げられています。温暖化に伴う異常気象が今後

も続けば、１００年、２００年に一度の豪雨が、２０年、３０年に一度とい



 

う頻度で起こることが予想されます。そうなれば山地の崩壊が進行するだけ

でなく、生産や居住の場である平地までもが洪水と土砂によって埋没しかね

ない状況となります。このような災害をいかに軽減し、平穏な市民生活をい

かにして守るか、これが私たちに課せられた大きな課題のひとつでありま

す。同時に、地球温暖化の原因とみなされる炭酸ガスの削減、省エネルギー

化や森林資源の保全など、人類的な課題に真剣に取り組まなければ、私たち

の存在自体が危険にさらされることになりかねません。 

これから国の内外で活躍する皆さんにとって、災害から身を守ることは他

人事ではなく、皆さん自身の現実の問題として心に留めておいていただきた

いと思います。２００４年の災害の教訓は、第一に、地球上どこでも自然災

害は起こりうるものであり、そのための知識をしっかり持つこと、第二に、

災害が起こったときには自助、共助の原則を忘れないこと、すなわち、まず

自分で自分を守り、同時に、互いに助け合うことであります。この他にも多

様な分野で、多くの克服すべき諸問題を私たちは抱えているわけでありま

す。大事なことは、皆さんの学びと研究の中で鍛えてきた知の力は、自身の

宝であると共に、人類共有の財産として活かしていかなければならないとい

うことなのです。いろいろな問題を巻き込みながら、世界はまさしく渦巻

き、動いております。そこにはまた山積する難問と共に、そうであればある

だけ、新しい無限の可能性が含まれているわけであります。皆さんが愛媛大

学で培った普遍的な知の力をいかんなく発揮され、未来の可能性に果敢に挑

戦し、活躍されますことを心から願いましてはなむけの言葉と致します。 

 


